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センター長挨拶
共同利用研究者（所属） 発表タイトル 担当教員
建石隆太郎（干葉大）、金子純一、永山透、岡 地球地図プロジェクトにおける土地被覆データの作成
9:30-9:45 谷隆基、山由美隆、沼田佳典（国土交通省国土 P1 建石
地理院） と公開
9:45-10:00 金子大二郎（松江工業高等専門学校） P1 穀物生産指標CPIの拡張に向けた水分指標と皐越指 建石・高村－標の検討 石山
10:00-10:15 
鈴木力英（海洋研究開発機構 P4 シベリアE寒帯林における樹冠と林床の植生指数 近藤地球環境フロン子ィア研究センター）
10:15-10:30 田中佐（山口大学工学部） P1 2方向子二タによる海洋クロロフィル導出プログフム 建石の試作
Dr.Vemuri M.Chowdary (CSEAS, Kyoto 、
University, Kyoto) Analysis of long term land use/cover changes in 
10:30-10:45 Vemuri Muthayya Chowdary （京都大学東南ア P1 no叫iernmountainous region of Laos using remote 建石
ジア研究所・日本学術振興会外国人特別研 sensing 
究員）
10:45-11 :00 休 憩
11:00-11:15 
Myin Soe，高島勲（秋田大学工学資源学部素
G 
Remoto sensing application of mineral exploration in 
建石材資源システム研究施設） Mvanmar 
1: 15-11 :30 松山洋（首都大学東京都市環境学部地理環 P2 八ヶ岳森林観測タワーを用いた多方向放射観測シス 本多・梶原境コース）、長谷川宏一 テムの構築
1 :30-11 :45 早坂忠裕（総合地球環境学研究所） P2 NOAA/AVHRR GAGを用いた全球時系列データセッ 本多・梶原トの作成
1 :45-12:00 松島大（干葉工業大学） G 二方向反射率を用いた半乾燥草原における衛星植 樋口生指数の高精度化
12:00-12:15 
木下紀正・飯野直子・西町明仁・永松哲郎・菊 P3 東アジアにおける2006年黄砂の映像定点観測と衛星 久世川浩行（鹿児島大学） 画像解析
12:15-12:30 朝隈康司（東京農業大学生物産業学部） P3 衛星画像を用いた広域的エアロゾル光学特性の導出 久世
12:30-13:30 昼食
13:30-13:45 樋口篤志（千葉大CEReS) 4大学連携によるVirtualLaboratory構想とCEReSの役割
13:45-14:00 佐々木真人（東京大学宇宙線研究所） P3 広角高精度望遠鏡を利用した大気透過率計測手法 久世の開発
14:00-14:15 久慈誠（奈良女子大学理学部） G 赤外リモートセンシングデータを用いた大気水蒸気量 高村の推定
14:15-14:30 
青梨和正（気象庁気象研究所予報研究部第2 P3 マイクロ波放射計データの雲解像度モデルへの同化 高村
研究室） について
14:30-14:45 
浅野正二（東北大学大学院理学研究科大気海
P3 ヤマセ雲の衛星リモートセンシングおよび数値モデル 高村洋変動観測研究センター） 化のための検証観測 2006観測より．
14:45-15:00 鷹野敏明（千葉大学大学院自然科学研究科） P3 ミリ波雲レーダ FALCON-Iの性能と多海域雲観測 高村
Spatial dis仕ibutionof ionospheric disturbances 
15:00-15:15 服部克己（千葉大学理学部） P3 possibly associated with the 1999 Chi-Chi and Chia-Yi 高村
Earthquakes, Taiwan 
15:15-15:45 休憩
15:45-16:00 香西克俊（神戸大学海事科学部） G 西部赤道太平洋域における現場海面高度による衛 高村・久世星及びモデル海面高度の検証
繁田智行（多摩美術大学），
16:00-16:15 須永剛司（多摩美術大学美術学部・情報デザイ P4 農業研究の可視化とデザインに関する研究 本郷
ン学科）
開設一郎、秋山量平（広島大学総合科学部）、 研究16:15-16:30 小池俊雄、太田哲、玉川勝徳（東大）、山中 モンゴル高原でのAMSR-E土壌水分の地上検証実験 近藤・樋口
勤（筑波大）
'i』:,;: 
16:30-16:45 
山崎文雄、加藤圭太（千葉大工学部，
P4 
3次元GISを利用したデジタルシティの作成と災害状 近藤都市環境システム学科） 況の可視化
衛星データを利用した人間の経済活動とCO2排出量
16:45-17:00 原政直（（株）ビジョンテック） P4 の関係に関する研究一人為起源の夜間光を用いた 西尾
GDPとCO2排出量の地球規模での推定一
17:00-17:15 若林裕之（日本大学工学部情報工学科） G SARデータを用いた海氷物理量推定の高精度化に関 西尾する研究
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伊勢崎修弘（千葉大学理学部） P1 干渉SARを用いた房総半島の地殻変動の検出
村松加奈子
P2 植生純一次生産量推定精度向上のための基礎研究（奈良女子大学共生科学研究センター）
由井四海（国立富山商船高等専門学校） P3 長光路差分吸収分光法による大気エアロゾルと水蒸気の計測
内藤季和、 GerryBagtasa、椎名達雄、竹内延 可搬型自動ライダーによる浮遊粒子状物質の光学的夫（千葉県環境研究センター）、久世宏明 P3 性質の研究－Wavelet解析によるノイズ、低減
鴨川仁（東京学芸大学教育学部） P3 
Pre-seismic Lithosphere ? Atmosphere ? Ionosphere 
Couoling 
仲間雅裕（千葉大学大学院自然科学研究科） P4 RS・GISによる海草藻場動態の広域分布動態の解析
（千葉大学自然松科本学和研貴究、山科崎、都文市雄環境システム P4 
Extraction of Damaged Buildings Usmg High 
ロ 咽 Fミ川叶JitpTm月0-PC,:in thPフ（）（）fミ「f>TI什月1Tava 
目黒清美（千葉県水産総合研究センター
P4 千葉県沿岸における藻場のデータベース化東京湾漁業研究所・漁場環境研究室）
春山成子
G 三江平原土地被覆モニタリング（東京大学大学院新領域創成科学研究科）
ヨサフアツトテトオコスリスマンティヨ、村山
G 外邦図によるアジア空間情報の抽出良之（東北大学理学研究科地理学教室）
菅原宏史（防衛大学校地球海洋学科） G 都市域における赤外射出の非等方性について
駒木厚志、御薗隆、長幸平（東海大学・
G 衛星観測を目的とした薄氷域の海氷観測実験第二工学部情報システム学科）
榎本浩之（北見工業大学土木開発工学科） G 衛星海氷観測による急速な海氷変動の検出
河田哲郎，（岐車大学工学研究科電気電子工 干渉合成関口レーダOnSAR）による南極の氷河・氷床学専攻）， G マッピング 干ー渉処理解析者・利用DEMの差異－木村宏（般車大学工学部電気電子工学科）
一之瀬俊明 都市内大規模河川の復元による大気環境改善効果
（国立環境研究所地球環境研究センタ ）ー G の実証一航空障害灯を用いた長光路光学差分吸収
(DOAS）法による大気汚染濃度観測一
大津高浩（ウダヤナ大学海洋科学リモートセン
G 
衛星データを利用したインドネシア周辺海域における
シグセンター ） 水産資源モデルの構築
（＊）ポスター用パネルサイズは90cm（横）x120cm（縦）です。
（＊＊）パネルを、会場後方に準備致します。適宜添付願います。
特別に案内の時間を設けませんので、休憩時間等を利用して御討論をお願い致します。
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